
☆ 長野県長野ろう学校と同窓会沿革 (※は同窓会に関わる沿革) 
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 長野尋常小学校に唖人教育所が付設される。 

 長野盲人学校と唖人教育所を合わせて私立長野盲唖学校となる。 

  後町尋常小学校の校地内に校舎１棟が落成し、これに移転する。  

 長野盲唖学校の第 1回卒業生 2名が卒業する。 

 長野市に移管される。 

 長野市立山王尋常小学校の校舎４教室を借り受け、４月から聾唖部がこれに移転する。 

  県に移管し、校名を改称して、長野県長野盲唖学校となる。 

 長野市三輪１丁目の現在地に新校舎が落成して、盲・聾唖両部共にこれに移転する。 

 このころ同窓会組織が作られ、活動する。（明確な時期と記録は残されていない） 

  盲ろうに対する義務教育制度実施にともない、長野県長野盲学校、長野県長野ろう学校

の２校が設置され、旧令による長野県長野盲唖学校と３校併置となる。   

  同窓会再建。会則が制定され、役員は卒業生の選挙により選出される。 

盲学校が長野市北尾張部の新校舎に移転し、単独のろう学校となる。 

寄宿舎棟落成する。 

鉄筋３階新校舎落成する。同窓会より記念の校門贈呈。 

体育館、職業科棟落成する。幼稚部５歳児学級が開設される。 

母子教室、幼稚部４歳児学級が開設される。小・中学部に重複学級が設置される。 

  「同窓だより」を創刊。現在まで続いている。 

 第 1回学校祭開催。 

 同窓会東京分会が結成され平成 20年頃まで活動が行われる。 

  学校創立 70周年記念行事が行われる。校歌が作られ発表される。 

  小学部と城東小学校との交流教育が、翌年中学部と柳町中学校との交流教育が始まる。 

 学校創立 80周年記念行事が開催される。 

 高等部に重複学級が設置される。 

同窓会創立 40周年記念大会及び同窓会館落成祝賀会を開催する。同窓会館落成 

 学校創立 90周年記念行事を開催。 

 関東聾学校体育連盟に加入し、陸上、野球、排球に出場する。平 7～卓球も参加。 

 この年より同窓会から「選手派遣カンパ」を毎年寄贈。 

 全国聾学校陸上大会において高等部女子総合優勝する。この後も陸上中心に活躍。 

  長野オリンピック、パラリンピックが開催され、アメリカ選手と交流。 

 同窓生 80回記念大会開催。校歌額を同窓会から学校に寄贈。 

 学校創立 100周年記念事業開催。同窓会より寄贈した校歌額を基に校歌碑作成。 

 全国聾学校陸上大会において男子総合準優勝。以降の関東全国体会でも活躍する。 

 小諸分教室乳幼児きこえの教室が、佐久保健所小諸支所内に開設。 

 同窓生 85回記念大会開催。広島聾学校同窓会長による講演会開催。 

 学校再編問題の話し合いがなされる（保護者、地域、関係諸団体、長野養護学校等）。 

校舎改築工事（プール解体・地盤改良工事）着工となる。支援部（通級指導他）開設 

 新校舎Ａ棟、Ｂ棟、三輪校舎棟落成。鍵の引き渡しを受ける。 

 高等部学科改編を行い、普通科・総合産業科を設置 

 「学校創立 111周年並びに新校舎落成記念式典」を学校祭に合わせて開催する。 

  新寄宿舎、食堂の使用開始 

 旧寄宿舎、食堂の解体工事が終了し、校庭・プールの工事開始 

 校庭使い初め式、校庭・プールの引き渡し式を実施。校舎改築工事の全てが完了 

全国植樹祭に合わせて、校庭にヤマザクラの植樹を行う。 

学校祭内において、新校舎落成記念報告会を行う。 

第 50回記念学校祭において、卒業生小林淳一氏によるピアノコンサートが行われる。 

信州総文祭特別支援学校部門に高等部が参加する。 

「長野ろう学校同窓生 100回記念式典、祝賀会」をホテル信濃路にて開催。 

 


